
※
天
候
や
進
行
状
況
な
ど
に
よ
り

内
容
や
開
始
時
間
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新
情

報
は
風
治
八
幡
宮
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土日

風
治
八
幡
宮

風
薫
る
季
節
が
到
来
。

福
岡
県
5
大
祭
り
の
ひ
と
つ

「
風
治
八
幡
宮
川
渡
り
神
幸
祭
」が
始
ま
る
。

獅
子
が
舞
い
、み
こ
し
神
輿
が
動
き
、
や
ま
山
笠
が
駆
け
、

彦
山
川
が
歓
声
と
熱
気
に
包
ま
れ
る
。

受
け
継
が
れ
る
こ
と
約
４
７
０
年
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
、

勇
壮
な
祭
り
が
田
川
に
は
あ
る
。

12
時　
　
　

風
治
八
幡
宮
れ
い
た
い
さ
い

例
大
祭
祭
典
執
行

13
時　
　
　

神
幸
祭
祭
典
執
行

山
笠
集
合
・
飾
付
開
始（
南
大
通
り
）

13
時

30
分　

獅
子
舞
奉
納（
風
治
八
幡
宮
）

14
時　
　
　

御
神
輿

し
ゅ
つ
ぎ
ょ

出
御

15
時　
　
　

河
川
敷
到
着
・
獅
子
舞
奉
納

15
時

30
分　

川
渡
り
神
事（
彦
山
川
）

16
時

20
分　

山
笠
競
演
会（
彦
山
川
）

17
時

30
分　
と
ん
ぐ
う
ち
ゃ
く
よ
さ
い

頓
宮
着
輿
祭
執
行（
武
徳
殿
）

獅
子
舞
奉
納（
武
徳
殿
）

12
時　
　
　

頓
宮
か
ん
こ
う
さ
い

還
幸
祭
執
行（
武
徳
殿
）

獅
子
舞
奉
納

12
時

30
分　

御
神
輿
頓
宮
出
御（
武
徳
殿
）

13
時

30
分　

川
渡
り
神
事（
彦
山
川
）

16
時

30
分　
ほ
ん
ぐ
う

本
宮
着
輿
祭
厳
修（
風
治
八
幡
宮
）

獅
子
舞
奉
納（
風
治
八
幡
宮
）

5
月

16
日

5
月

17
日

福岡県指定

無形民俗文化財

到
来
。

165月 日 日17日土 日 彦山川
周辺
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詳細は
こちら



至飯塚

至香春・小倉

至香春・小倉

市立病院●

●風治
　八幡宮
●風治
　八幡宮

●
臨時トイレ

●
臨時トイレ

トイレトイレ

トイレトイレ

至後藤寺

国道201号

国道322号

市役所下
交差点

伊田大橋伊田大橋

東大橋東大橋

番田橋▲!番田橋▲!

長浦

新橋新橋

彦
山
川

田川市役所（約600台）
シャトルバス発着点

武徳殿（お旅所）

トイレ

シャトルバス
運行区間
シャトルバス
運行区間

旧たがわ情報センター
シャトルバス発着点

●16日（土）
シャトルバス運行時間
駐車場利用時間・・・・・

11時～22時
11時～22時

●17日（日）
シャトルバス運行時間
駐車場利用時間

10時～20時
10時～21時30分

会場付近図
駐車場案内図

ごみステーションごみステーション
田川ライオンズクラブ
救護所・授乳所
田川ライオンズクラブ
救護所・授乳所

❷❷

❶ごみステーションJR田川
伊田駅
●

JR田川
伊田駅
●

※田川市役所～旧たがわ情報センター間を15分間隔で運行

駐車場利用時間とシャトルバス運行時間

※当日は交通規制があります。できるだけ公共交通機
関を利用してください。市役所から無料臨時シャト
ルバスを運行しますので利用してください。

※交通規制区域内の通行許可証については、
　風治八幡宮（☎42-1135）へ問い合わせください。

無料臨時
シャトルバスを運行

〒

※工事中のため通行止めの可能性が
　あります。最新情報を確認してくだ
　さい。

● 上
伊
田
西

　まつりIN田川実行委員会では、川渡り神幸祭が「日
本一きれいな祭り」と呼ばれることを目標に取り組んで
います。昨年に引き続き、会場周辺に2か所の「ごみス
テーション」を設置するほか、小規模な臨時ごみステー
ションも数か所設置予定です。ごみは各自で持ち帰る
か「ごみステーション」に持ち込んでください。ご協力を
よろしくお願いします。

【ごみステーションの場所】
❶お旅所（武徳殿鳥居の奥）
❷彦山川左岸（番田橋の下）
※上記地図内に設置場所の
　目安を示しています。

　本年の神幸祭の写真
を使用した「川渡り神幸
祭カレンダー」の2027年
版を作成します。表面に
集合写真（令和9年1月～
12月カレンダーあり）、裏
面に全面ポスター（カレ
ンダー無し）をあしらった
両面のB2版です。販売価
格は1枚400円です。
※発売は9月上旬を予定

s風治八幡宮　☎42-1135

ごみステーションを設置します 川渡り神幸祭カレンダー販売のぼり旗が目印です

Information

世
代
を
つ
な
ぐ
、獅
子
楽
の
力

地
域
一
丸
で
受
け
継
ぐ
伝
統

上
伊
田
西
地
区
の
前
区
長
の
岩
丸
さ
ん

は
、現
在
も
地
域
と
祭
り
の
た
め
に
尽
力
し

続
け
て
い
ま
す
。「
山
車
を
持
た
な
い
地
区
で

あ
り
な
が
ら
当
番
区
と
し
て
関
わ
れ
る
の
は

本
当
に
光
栄
な
こ
と
」と
話
し
ま
す
。獅
子
楽

は
年
間
を
通
し
て
練
習
を
実
施
。月
1
回
の

定
期
練
習
に
加
え
、祭
り
前
に
は
週
1
回
と

な
り
、準
備
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、祭
り
当
日
に
来
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、事
前
に
地
域
で
披
露
す
る
機
会
も
設
け

て
い
ま
す
。

　
「
大
変
で
す
が
、そ
の
分
、地
域
が
１
年
を

通
し
て
つ
な
が
っ
て
い
く
。協
力
し
合
わ
な
け

れ
ば
地
域
は
成
り
立
た
な
い
。若
い
頃
か
ら

の
関
わ
り
が
結
束
と
な
り
、人
と
人
が
つ
な

が
っ
て
い
く
。地
域
の
つ
な
が
り
は
世
話
を
す

る
人
と
文
化
を
守
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
。こ

の
伝
統
は
絶
や
し
た
く
な
い
」と
力
強
く
語

り
ま
す
。祭
り
で
の
経
験
の
積
み
重
ね
が
、人

を
育
て
、地
域
の
未
来
を
形
づ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

受
け
継
ぐ
の
は
、技
だ
け
じ
ゃ
な
い

地
域
に
根
づ
く「
人
の
つ
な
が
り
」

上伊田西地区
たなべ

田邊
しんじ

晋司新区長

　

今
年
度
の
当
番
区
と
な
る
上
伊
田
西
地

区
で
新
区
長
に
就
任
し
た
田
邊
さ
ん
は「
伝

統
で
あ
る
獅
子
楽
を
、地
域
一
丸
と
な
っ
て
全

世
代
で
継
承
し
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

　

上
伊
田
西
の
獅
子
楽
は
、年
間
を
通
し
て

風
治
八
幡
宮
の
神
事
に
参
加
し
、奉
納
行
事

や
神
幸
祭
で
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。「
獅

子
が
舞
わ
ね
ば
神
輿
が
動
か
ぬ
」と
言
わ
れ

る
ほ
ど
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。4
0
0
年

以
上
続
く
伝
統
を
、地
域
一
丸
で
守
り
続
け

て
い
ま
す
。当
番
区
と
し
て
昨
年
の
引
継
式

以
降
、神
幸
祭
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。獅
子
・
笛
・
太
鼓
・
稚
児
た
ち
が
織
り

な
す
姿
は
、地
域
の
力
の
結
晶
で
す
。

　
「
獅
子
を
踊
る
こ
と
で
文
化
が
身
に
つ
き

ま
す
。小
さ
い
頃
か
ら
そ
ん
な
文
化
に
触
れ
る

機
会
に
し
て
ほ
し
い
。地
区
内
外
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、神
幸
祭
を
盛
り
上
げ

た
い
」と
田
邊
さ
ん
。そ
の
言
葉
に
は
次
世
代

へ
伝
統
を
つ
な
ぐ
強
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

2026年見本▲

駐車は
市役所へ!

最
新
情
報

当　

番　

区

上伊田西地区
いわまる

岩丸
よしひろ

良博 さん

通れのがるのりをまま

▲上伊田西地区獅子楽保存会の
　ホームページはこちら
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